
ストーカーと雨音。

烏龍茶

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ス
ト
ー
カ
ー
と
雨
音
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
０
０
６
Ｏ

【
作
者
名
】

　
烏
龍
茶

【
あ
ら
す
じ
】

　『
君
は
本
当
に
詰
ら
な
い
人
間
だ
ね
。
』
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「
キ
ミ
は
本
当
に
つ
ま
ら
な
い
人
間
だ
ね
。
」

　
冷
た
い
言
葉
。

　
そ
れ
は
、
世
界
ノ
狂
気
で
在
る
処
の
、
僕
へ
と
向
け
ら
れ
た
凶
器
で
し
か
な

い
。

　
「
つ
ま
ら
な
い
、
、
、
と
は
？
 

そ
れ
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
？
カ
オ

リ
さ
ん
。
」

　
こ
の
人
相
手
に
、
こ
ん
な
中
途
半
端
な
反
発
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
僕
が
受
け

る
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
量
が
無
意
味
に
加
算
さ
れ
る
だ
け
な
の
は
百
の
承
知
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
唐
突
に
こ
ん
な
暴
言
を
吐
か
れ
て
、
唯
、
じ
っ
と
黙
っ
て
い

れ
る
ほ
ど
、
僕
は
緩
慢
で
も
な
い
。

　
そ
れ
に
、
僕
に
は
そ
う
そ
う
、
あ
り
つ
け
ら
れ
る
モ
ノ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
、

カ
オ
リ
さ
ん
と
の
貴
重
な
会
話
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
ん
な
、
チ
ャ
ン
ス
を
見

逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
 

　
「
そ
の
ま
ま
の
意
味
よ
。
」
 

冷
た
い
口
調
で
カ
オ
リ
さ
ん
は
僕
の
質
疑
に

そ
う
応
え
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
し
ば
ら
く
の
間
を
置
き
、
カ
オ
リ
さ
ん
こ
と
【
雨
音
 

香
】
は
、

わ
ざ
と
ら
し
く
溜
め
息
を
吐
い
て
、
目
を
閉
じ
る
。
そ
し
て
、
細
渕
眼
鏡
ノ
レ

ン
ズ
越
し
に
ミ
ツ
メ
テ
い
た
手
元
の
英
単
語
帳
を
閉
じ
、
膝
の
上
に
置
き
、
白

イ
両
ノ
手
ノ
指
ヲ
、
其
の
上
に
添
え
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
、
実
に
ゆ
っ
く
り
と
い
う
感
じ
に
彼
女
は
、
凛
と

整
っ
た
自
身
の
顔
を
、
僕
へ
と
向
け
、
ク
チ
ヲ
ヒ
ラ
ク
。
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「
キ
ミ
は
、
、
、
キ
ミ
に
は
、
ス
キ
ナ
モ
ノ
は
あ
る
ノ
？
」

　
う
ー
ん
、
と
唸
っ
て
み
た
。
僕
は
腕
を
組
み
、
横
目
で
カ
オ
リ
さ
ん
の
顔
を

伺
い
つ
つ
言
っ
て
み
る
。

　
「
好
き
な
人
な
ら
い
ま
す
よ
？
」

　
「
私
は
モ
ノ
じ
ゃ
な
い
わ
。
」

　
　
、
、
、
、
、
ア
ナ
タ
ト
ハ
、
マ
ダ
、
イ
ッ
テ
イ
ナ
イ
デ
シ
ョ
ゥ
？

　
「
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
趣
味
と
か
、
そ
う
い
う
モ
ノ
よ
。
」

　
「
、
、
、
そ
う
で
す
ね
ぇ
。
」

　
腕
ヲ
組
ミ
直
ス
僕
。

　
「
音
楽
で
す
か
ね
。
大
好
き
で
す
よ
、
音
楽
。
」

　
ふ
ぅ
ん
、
と
、
言
っ
て
、
一
応
。
と
い
う
感
じ
に
小
さ
く
一
度
頷
き
、
そ
し

て
、
膝
ノ
上
の
英
単
語
帳
を
手
に
取
る
。

　
開
き
直
し
、
目
線
を
そ
ち
ら
へ
と
、
、
、
基
在
っ
た
場
所
へ
と
戻
し
た
。
そ

し
て
、
ま
る
で
、
作
業
中
に
子
供
の
相
手
を
す
る
母
親
の
様
に
、
タ
ダ
淡
々
ト
、

単
ナ
ル
独
リ
言
ノ
様
ニ
。
カ
オ
リ
さ
ん
は
実
に
、
実
に
淡
々
と
い
う
感
じ
に
、

言
ノ
葉
ヲ
吐
キ
出
ス
。

 
「
ほ
ん
っ
と
に
、
キ
ミ
は
ツ
マ
ラ
ナ
イ
オ
ト
コ
ね
。
全
く
面
白
味
と
い
う
モ

ノ
を
感
じ
ら
れ
な
い
わ
、
実
に
、
誠
に
、
ど
こ
ま
で
も
ツ
マ
ラ
ナ
イ
。

　
キ
ミ
の
様
な
【
ド
ウ
シ
ヨ
ウ
モ
ナ
ク
ツ
マ
ラ
ナ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
】
ま
で
も
が
、
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そ
ん
な
、
在
り
に
在
り
溢
れ
た
、
大
層
御
立
派
な
御
趣
味
を
御
持
ち
に
な
っ
て

い
る
だ
な
ん
て
、
、
、
。

　
ま
ぁ
、
お
陰
様
で
？
近
年
も
音
楽
業
界
だ
な
ん
て
、
無
意
味
、
無
価
値
、
不

確
か
な
、
詐
欺
師
集
団
団
体
み
た
い
な
商
売
組
織
が
太
々
し
く
、
我
が
物
顔
で
、

何
を
勘
違
い
し
て
か
、
大
衆
を
目
前
に
偉
そ
う
に
、
実
に
偉
そ
う
な
様
子
で
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
恰
も
自
然
体
な
の
だ
、
と
で
も
言
う
か
の
よ
う

に
、
み
っ
と
も
な
く
寝
転
が
り
、
居
座
り
続
け
て
い
ら
れ
る
わ
け
だ
け
ど
？

　
　
、
、
、
ね
ぇ
、
キ
ミ
の
様
な
ツ
マ
ラ
ナ
サ
が
内
か
ら
滲
み
出
て
し
ま
っ
て

い
る
様
な
人
間
は
も
っ
と
、
特
殊
位
な
趣
味
を
持
っ
て
い
て
も
罰
は
当
た
ら
な

い
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
、
、
あ
ぁ
、
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
。
も
ぉ
、
持
っ
て
た
っ
け
、

私
へ
の
ス
ト
ー
キ
ン
グ
行
為
と
か
、
下
着
ド
、
、
、
」

　
「
す
と
ぉ
ぉ
ぷ
ッ
。
」

　
周
り
を
見
渡
す
。
あ
ぁ
、
人
い
な
い
ん
だ
っ
た
。

　
「
ど
う
し
た
の
？
あ
ぁ
、
そ
う
ね
、
ホ
ン
ト
に
楽
し
い
こ
と
は
人
に
は
知
ら

れ
た
く
な
い
も
の
だ
も
の
ね
。
独
占
し
た
い
の
よ
ね
？
私
の
ス
ト
ー
キ
ン
グ
事

業
。
」

　
「
あ
の
で
す
ね
ぇ
、
、
、
」

　
気
付
い
て
い
た
の
か
。
イ
ヤ
ハ
ヤ
、
流
石
で
あ
る
。

　
僕
が
自
分
の
ス
ト
ー
カ
ー
と
わ
か
っ
て
い
て
尚
、
隣
に
座
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
含
め
て
流
石
で
あ
る
。
ま
ぁ
、
座
席
を
移
動
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
解
決

に
は
な
ら
な
い
の
だ
が
。
ス
ト
ー
カ
ー
が
そ
ん
な
こ
と
で
身
を
引
い
て
く
れ
る

な
ら
警
察
は
要
ら
な
い
。

　
む
ろ
ん
、
彼
女
が
自
主
的
に
僕
の
隣
に
座
っ
て
く
れ
る
は
ず
も
な
く
、
、
、
。
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、
、
、
冗
談
は
こ
の
辺
に
し
て
。

　
「
カ
オ
リ
さ
ん
は
、
Ｃ
Ｄ
と
か
買
っ
た
こ
と
な
い
ん
で
す
か
？
」

　
「
そ
う
ね
。
」

　
「
音
楽
嫌
い
な
ん
で
す
か
？
」

　
「
嫌
い
ね
。
」

　
「
な
ん
で
、
、
、
で
す
か
。
」

　
「
キ
ミ
と
同
じ
で
、
う
る
さ
い
か
ら
。
」

　
ス
ト
ー
カ
ー
で
あ
る
と
こ
ろ
の
僕
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
処
の
カ
オ
リ
さ

ん
本
人
に
そ
う
言
っ
て
貰
え
る
だ
な
ん
て
、
、
、
い
や
は
や
、
な
ん
と
も
光
栄

な
話
で
あ
る
。

　
そ
り
ゃ
ま
ぁ
、
一
方
的
に
僕
み
た
い
な
訳
の
判
ら
な
い
男
に
延
々
と
、
し
つ

こ
く
話
し
か
け
ら
れ
て
い
れ
ば
、
文
字
通
り
『
五
月
蠅
い
』
と
も
感
じ
る
の
だ

ろ
う
。

　
鬱
陶
し
さ
の
極
み
で
あ
る
。
キ
モ
イ
。
い
や
、
怖
い
か
。

　
　
、
、
、
冗
談
は
こ
の
辺
に
し
て
。

　
「
じ
ゃ
ぁ
、
カ
オ
リ
さ
ん
」

　
話
題
を
変
え
よ
う
。

　
「
そ
う
言
う
カ
オ
リ
さ
ん
は
何
か
御
趣
味
は
あ
る
ん
で
す
か
？
」
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「
無
い
け
ど
。
」

　
「
、
、
、
、
、
、
、
」

　
　
、
、
、
無
ぇ
の
か
よ
。

　
　
人
の
趣
味
を
散
々
「
普
通
」
と
か
馬
鹿
に
し
て
お
い
て
、
自
分
は
「
無
い
」

の
一
言
で
片
付
け
よ
う
と
い
う
の
か
と
い
う
の
か
？
こ
の
人
は
。

　
流
石
だ
、
流
石
カ
オ
リ
さ
ん
だ
ぜ
。

　
「
無
い
ん
で
す
か
？
」

　
確
認
。

　
「
無
い
わ
ね
。
」

　
・
・
・
了
解
。

　
　
、
、
、
溜
息
。

　
「
べ
つ
に
ね
、
キ
ミ
の
ツ
マ
ラ
ナ
サ
を
幾
ら
批
判
し
た
処
で
、
キ
ミ
が
ド
ウ

シ
ヨ
ウ
モ
ナ
ク
ツ
マ
ラ
ナ
イ
と
い
う
、
紛
レ
モ
ナ
イ
事
実
ヲ
指
摘
シ
テ
ア
ゲ
タ

処
デ
、
私
が
ソ
ウ
デ
ハ
ナ
イ
と
は
、
私
が
人
一
億
倍
に
超
絶
的
ニ
面
白
イ
ニ
ン

ゲ
ン
だ
な
ん
て
事
を
言
っ
た
こ
と
に
は
、
イ
チ
ミ
リ
タ
リ
ト
モ
ナ
ラ
ナ
イ
ノ
ヨ
。

」　
相
モ
変
ワ
ラ
ズ
、
英
単
語
帳
か
ら
目
線
を
逸
ら
す
こ
と
も
な
く
、
淡
々
と
、
、

、
、
た
だ
、
淡
々
と
、
、
、
。

　
「
言
葉
な
ん
て
、
、
、
発
シ
タ
時
点
デ
偽
物
ヨ
ネ
。
雨
音
ト
一
緒
ナ
ノ
ヨ
。

音
元
ハ
冷
タ
ク
テ
、
冷
タ
ク
テ
。
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皆
ソ
レ
ニ
触
レ
タ
ク
ナ
ク
テ
、
其
ノ
音
ダ
ケ
ヲ
聴
イ
テ
イ
タ
ガ
ル
ノ
ヨ
ネ
。
」

溜
息
。

　
「
矛
盾
を
気
に
す
る
く
ら
い
な
ら
、
本
質
を
見
極
め
な
さ
い
っ
て
話
よ
。
」

　
　
　
再
度
、
溜
息
。

　
恐
ら
く
、
た
だ
の
愚
痴
。

　
「
一
緒
よ
、
私
も
キ
ミ
と
一
緒
で
ツ
マ
ラ
ナ
イ
人
間
な
の
よ
。
」

　
そ
う
い
う
と
、
カ
オ
リ
さ
ん
は
立
ち
上
が
っ
た
。

　
英
単
語
帳
を
革
鞄
に
し
ま
い
、
座
席
横
の
手
摺
り
に
掛
け
て
い
た
ビ
ニ
ー
ル

傘
を
手
に
取
る
。

　
―
―
停
車
。

　
「
じ
ゃ
あ
ね
。
」

　
運
転
手
に
定
期
券
を
見
せ
、
カ
オ
リ
さ
ん
は
バ
ス
か
ら
降
り
て
行
っ
た
。

　
沈
黙
。
。
。
、
静
寂
。
。
。

　
「
、
、
、
あ
ぁ
、
し
ま
っ
た
な
ぁ
、
、
、
。
ま
ぁ
、
今
日
は
い
い
か
、
、
、
。

」　
雫
と
靄
の
か
か
っ
た
窓
か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
傘
と
革
鞄
が
遠
ざ
か
る
の
を
見
送

っ
た
。

　
ヒ
ト
リ
ボ
ッ
チ
ノ
オ
イ
テ
ケ
ボ
リ
。

　
開
い
た
ま
ま
の
出
口
か
ら
、
【
ピ
チ
ャ
、
ピ
チ
ャ
】
と
雨
音
が
静
か
に
響
い

た
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
虚
無
感
。
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溜
息
。

　
「
す
き
で
す
。
」

　
そ
の
つ
ぶ
や
き
は
雨
音
に
か
き
消
さ
れ
る
ほ
ど
、
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
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（
後
書
き
）

　
こ
こ
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ｏ
ｒ
ｚ

　
過
去
モ
ノ
で
す
。

　
当
時
に
も
の
凄
く
好
き
だ
っ
た
（
今
で
も
好
き
で
す
が
）
有
る
作
家
さ
ん
の

影
響
が
バ
リ
バ
リ
入
っ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ストーカーと雨音。
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